
　　　　

2025 年 1 月 10 日

平日 10 時 30 分から 18 時 30 分まで

土曜日・長期休暇 9 時 0 分から 17 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

集団活動を通して自分の役割や課題に対してルールの理解を図り楽しめるように支援をします。一人遊びや支援員との関わりを求める人（利用者同士が遊べない）には、小集団での活動
に参加を促し、対人関係スキルや社会性を育みます。自分の思いや考えを相手に伝える力をつけることや、相手の気持ちや、他者のやりたいことを理解し、友達と関わりながら遊びを決
めたり、ルールを守る力を育みます。グループ活動を通して協調性を高めソーシャルスキルトレーニングを実際の活動の中で取り組む、相手の気持ちを考えるトレーニングを行います。
社会生活に必要な人間関係や社会性を身につけ、学校卒業後の自己実現に向けて継続して支援を実施しています。

法人（事業所）理念
運営を地域の知的障がい児者の親の会が担っているので、家族支援を軸に本人の特性に応じた個々の必要な支援に取り組み、将来の社会的自立を目指し総合的な生活スキルの向上を育み
ます。

事業所名 キッズ・レインボー 作成日支援プログラム

毎日、１５分～３０分程の学習時間を設定し、利用者個々の知的能力の確認のための学習支援をします。特性に応じ創作活動や音楽活動、ビジョントレーニング、空間認知など、認知・
感覚の向上を図っています。小集団での活動でその場に応じた行動や考え方などを支援しています。

生活全般に必要な正しい日常会話ができるようにコミュニケーションの基礎的能力の向上と、人との言葉のキャッチボールができるように言語の形成と活用を支援します。また、言葉と
同時に読み書き能力の向上を支援します。言葉の発出を促すため、おもちゃを使う時には「○○先生、おもちゃ（使う物の名前）を出してください。」など、色々な場面で言葉の発出を
促し、発音は、お手本で助詞「て・に・を・は」を正しく使う言語支援に努めています。高校生には、お友だちとの会話と支援員との気のおけない会話と、目上の人への丁寧な言葉を使
い方の区別を支援しています。日常的に丁寧な言葉でお話するように声掛け支援をしています。言葉の発出が少ない人にはサインや絵カード、写真で用いてコミュニケーション支援をし
ています。

支援方針
4歳～高校３年生までの児童、生徒を大家族の「きょうだい」のような家庭的雰囲気の中で療育します。一人ひとりの特性やニーズに応じた個別支援計画を作成し、５領域を総合的に取
り組み生活全般の力を身につけることを目指します。必要に応じて個別プログラム、小集団での活動などを行い、個々の成長を促します。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

創作活動、調理、外出などでは個々が保有する感覚、視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に発揮できる環境整備と活用方法を支援します。運動は、室内でのダンスやストレッチを継続的
に実施し身体の柔軟性や姿勢保持の力の向上に努め支援しています。また、門真市手をつなぐ育成会が実施している、マインドエアロビクス教室に参加をし、リズムに合わせてインスト
ラクターの動きを真似て身体を動かすトレーニングを継続して取り組んでいます。

本
人
支
援

主な行事等
事業所内での集団活動（毎日種目を変えて行う）その他、調理、制作、外出支援（公共交通機関の利用あり）、を中心とし防災訓練、外部講師による活動と、門真市手をつなぐ育成会行
事（マインドエアロビクス、おもちゃ図書館、バスツアー、アイススケート、地域小学校との交流行事）などに参加しています。

（別添資料１）

家族支援
家族の子育て支援（発達や病院情報など）や、利用者のきょうだいの悩みなど
保護者からの相談はいつでも対応します。大阪府のペアレントメンター資格者
が対応しています。

移行支援
地域の学校と連携を図り交流できる工夫をし関係づくりに努めていま
す。進学、就労に向けては、必要な支援を会議などに参加し支援の継続
ができるように情報共有を図っています。

地域支援・地域連携
門真市発達支援センターが中心となり、２か月毎に実施されている門真市児童
発達通所支援事業所連絡会に出席し連携を図っています。利用者の通園・通学
校との連携については必要に応じて連絡を取り合っています。

職員の質の向上
上部団体の大阪手をつなぐ育成会の研修に参加し、情報提供している。
職場の中で話しやすい環境づくりに配慮し、些細なことでも報告、連
絡、相談を基本としています。資格取得の応援もしています。

支　援　内　容

学校長期休暇や土曜日にｷｯｽﾞ･ﾚｲﾝﾎﾞｰに通所することで、規則正しい生活習慣や基本的な生活スキルを学べるように支援しています。健康な生活を維持・継続するため身辺の清潔保持や
季節に応じた衣類の選択や着脱の支援と排泄など生活全般に必要な基本的スキルの習得のため個々の特性に合わせた支援を実施します。


